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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月13日(2015.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）（ｉ）薬物層の総重量に基づき、４～５０重量％の生物学的に活性な成分を含む
薬物層並びに
　（ｉｉ）押出層の総重量に基づき、１５～６０重量％の１つ又はそれ以上のエチレンオ
キサイドポリマー、１～１０重量％の、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロー
ス、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメ
チルセルロース及びポリビニルピロリドンからなる群から選ばれる１つ又はそれ以上の結
合剤並びに１５～５０重量％の１つ又はそれ以上の浸透性薬剤を含む押出層
を含んでなるコア、
（ｂ）（ｉ）３０～７０重量％のエチルセルロース、（ｉｉ）５～４０重量％の、アクリ
ル酸もしくはメタクリル酸エステルのホモポリマー又はコポリマー及び（ｉｉｉ）１０～
４０重量％の、クエン酸トリエチル、トリアセチン及びグリセロールから選ばれる水溶性
可塑剤を含むが、（１）前記半透過性膜が、水溶性可塑剤以外に、水溶性物質を含まない
か又は５重量％以下含み、（２）前記半透過性膜が膜形成性物質として酢酸セルロースは
含まず、そして（３）前記成分（ｉ）、（ｉｉ）及び（ｉｉｉ）の総重量が、前記半透過
性膜の総乾燥重量に基づき、８５～１００％であり、そして前記半透過性膜が生物学的に
活性な成分を放出する間その物理的及び化学的一体性を維持する、前記コアを覆う半透過
性膜並びに
（ｃ）前記半透過性膜を通る、コアへの少なくとも１つの開孔浸透性通路
を含んでなる生物学的に活性な成分を放出する浸透性製剤。
【請求項２】
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　前記半透過性膜のエチルセルロースとアクリル酸もしくはメタクリル酸エステルのホモ
ポリマー又はコポリマーとの重量比が０．１～１５：１である請求項１に記載の浸透性製
剤。
【請求項３】
　前記エチルセルロース、アクリル酸もしくはメタクリル酸エステルのホモポリマーもし
くはコポリマー及び水溶性可塑剤が半透過性膜の乾燥総重量に基づいて９５～１００％で
ある請求項１に記載の浸透性製剤。
【請求項４】
　前記コアの薬物層が１５～９０重量％の１つ又はそれ以上のエチレンオキサイドポリマ
ーを更に含む請求項１に記載の浸透性製剤。
【請求項５】
　２時間と１２時間との間のパーセントでの累積薬物放出が、フィッティング試験後に、
ゼロ次放出の式：
　Ｙ＝１００ｋ（ｔ－Ｔｌａｇ）
　（ここでＴｌａｇは、２時間のずれ時間を意味し、Ｙはパーセントでの累積薬物放出で
あり、且つＫは定数である。）に対応し、一次フィッティング後、Ｒ2が＞０．９である
請求項１に記載の浸透性製剤。
【請求項６】
　浸透性製剤の取り込みと放出生物学活性成分の開始との間のずれ時間がないことによっ
て特徴づけられる請求項１に記載の浸透性製剤。
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